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●令和8年度中小企業支援事業補助金
●第3回としまビジサポセミナー 募集中

●首都圏再エネ電力共同オークション
●豊島区中小企業の景況（2026年1～3月）

※



最短翌月末

お振込み！

申請は

オンラインで

完結！
(郵送手続きは不要です。)

としまビジネス

サポートセンターの

社労士相談も活用可！
(雇用や各種保険などに関する相談ができます。)

従業員の賃金を3％以上引き上げた場合

１人あたり５万円(最大50万円)
を支給します。

①区内に本店登記地を有する中小企業法第２条に規定する中小企業

②区内に主たる事業所を有する個人事業主

従業員１人あたり５万円
(１社あたり最大５０万円)

令和８年４月２０日(月)～１２月２２日(火)
※受付期間内に予算の上限に達した場合は、前倒しして受付終了。

人材の確保・定着に

お悩みの方へ！

【お問い合わせ】
  としま賃上げ促進支援金専用ダイヤル TEL：

  (豊島区  産業観光部  産業振興課  創業・経営支援グループ内)

03-4566-2746 詳細は

こちら！





『としまビジネスサポート通信』に関するご意見、ご要望などございましたら、お気軽にお寄
せください。

豊島区 文化商工部 生活産業課 商工グループ
TEL 03-4566-2742 FAX 03-5992-7088 MAIL A0029099@city.toshima.lg.jp
『としまビジネスサポート通信』に関するご意見、ご要望などございましたら、お気軽にお寄せください。

豊島区 産業観光部 産業振興課 創業・経営支援グループ
TEL 03-4566-2742 FAX 03-5992-7023 MAIL A0014205@city.toshima.lg.jp

各業種別業況の動き（実績）と来期の予測各業種別業況の動き（実績）と来期の予測各業種別業況の動き（実績）と来期の予測

豊島区 中小企業の景況 2026年１～３月
ー 各業種別業況の動き（実績）と来期の予測 ー 

今期の特徴

【小売業】

業況は厳しさがやや和らいだ。売上額は増加幅がやや拡大し、収益は
増加に転じた。
販売価格は上昇がやや強まり、仕入価格は上昇がやや弱まった。
資金繰りは前期同様の厳しさが続き、在庫は過剰感がやや改善し、借入
難易度は容易さがやや縮小した。「借入をした／借入の予定あり」の割
合、設備投資を「実施した・予定あり」の割合はともにやや増加した。

【製造業】

業況は低調感が大きく強まった。売上額、収益はともに前期同様の減
少・減益が続いた。
販売価格は上昇がやや弱まり、原材料価格は上昇が大きく弱まった。
資金繰りは前期同様の窮屈感が続き、借入難易度は前期同様の容易さで
推移した。「借入をした／借入の予定あり」の割合は前期同様となり、
設備投資を「実施した・予定あり」の割合は大きく増加した。

【サービス業】

業況は厳しさがやや和らいだ。売上額は減少幅がやや縮小し、収益は前
期同様の減益が続いた。料金価格は上昇が大きく弱まり、材料価格は前期
同様の上昇が続いた。資金繰りは窮屈感が大きく緩和し、借入難易度は容
易となった。「借入をした／借入の予定あり」の割合はやや減少し、設備
投資を「実施した・予定あり」の割合は大きく減少した。

【卸売業】

業況は厳しさがやや和らいだ。売上額は増加に転じ、収益は減益に
転じた。
販売価格は上昇がやや弱まり、仕入価格は前期同様の上昇が続いた。
資金繰り、借入難易度はともに厳しい状況に転じた。
「借入をした／借入の予定あり」の割合は極端に減少し、設備投資を
「実施した・予定あり」の割合は前期同様となった。

【建設業】

業況は好調感が大きく強まった。受注残は増加幅が極端に拡大し、
施工高は増加幅がやや拡大し、売上額、収益はともに増加に転じた。
請負価格は上昇がやや強まり材料価格は上昇が大きく強まった。
資金繰りは容易となり、借入難易度は容易さが大きく縮小した。
「借入をした／借入の予定あり」の割合、設備投資を「実施した・予
定あり」の割合はともに大きく増加した。

【不動産業】

業況は好転した。売上額、収益はともに増加に転じた。
販売価格は上昇がやや強まり、仕入価格は上昇が大きく強まった。
資金繰りは窮屈感が大きく緩和し、借入難易度は容易さがやや増した
。
「借入をした／借入の予定あり」の割合は大きく減少した。

【調査概要】
１．調査時期 2026年3月上旬
２．調査方法 面接聴取調査
３．調査の対象と回収状況 右表のとおり
４．調査機関 (一社)東京都信用金庫協会
５．分析・作成 (株)東京商工リサーチ

豊島区HPにて、景況報告の詳細・
バックナンバーをご覧いただけま
す！

業況は水面下ながらわずかに改善

各業種の推移

業種別で見ると、卸売業、小売業においてやや改善し
、建設業、不動産業はわずかに良好感を強めた。一方、
製造業は前期同様の厳しさが続き、サービス業は前期同
様変化なく推移した。
来期は、卸売業において水面下ながらわずかな改善が
見られ、製造業、小売業は今期同様の厳しさが続くと予
想している。一方、建設業、不動産業においては今期並
の良好感が続き、サービス業は今期同様変化なく推移す
ると予想している。
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